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学校経営目標 ＳＨＩＮＰＯ力を発揮し未来を切り拓く生徒の育成

５月16日 部活動結成集会が多くの保護者の皆様をお
迎えして行われました。部活動担当からは、本校部活
動の方針等についての説明があり、女子バドミントン
部主将の名嘉真央さんからは、
「部活動では、自分の技術だけで
なく、仲間との絆を深めることも
大切です。皆さんもチームワーク
を大切にし、切磋琢磨しながら大
会で悔いのないように力を出し切
りましょう」という大変素晴らしい生徒代表挨拶が述
べられました。また、全体の集会の後では、各部活動
毎に会を開催し、顧問や各部員からの自己紹介や各部
の活動について確認がなされました。
この日はＰＴＡ総会も部活動集会全体会の後に行われ、
各議案の審議と新役員「新ＰＴＡ会長 翁長賢一氏」
の提案が成され、全議案承認されました。

みんなの「魅力ある学校づくり」に向けて

第１回「校長講話」 各学級「心歩・思いやり」の発揮を！
今回も「ＳＨＩＮＰＯ力」についてお話をします。

学校生活が生徒一人一人にとって楽しく、過ごしやすいものになるために
校長先生が一番大切にしてほしいことについてお話をします。
昨年４月３日の午前９時過ぎ、台湾近海を震源とする地震が発生し沖縄全
域に大津波警報が出されました。本島中部にあるＡ中学校、この日部活動
中に地震が発生し大津波警報が発令されました。生徒達も高台に避難する
ため、学校近くの坂道を登っていた所、坂の途中で、近くの子ども園の先
生達が園児の避難誘導に大変そうにしていたのでお手伝いをしたとのこと。
数日後、その子ども園の園長先生が生徒の皆さんに感謝したいということ
で、Ａ中学校を直接訪れ、感謝のメッセージを伝えたとのことです。
では、この出来事について考えてみましょう。Ａ中学校の中学生の行動は、
５つの「ＳＨＩＮＰＯ力」に当てはめるならば、どれでしょうか。
多くの生徒がそう考えたと思いますが、やはり心歩「思いやり」が当ては
まりますね。SHINPO力では、思いやりとは、物事を自分事として捉え相手の
立場になって寄り添える資質としています。簡単に言えば、思いやりとは「優しさの発揮」、皆さんのクラス
においても、生徒一人一人、お互いが「優しさを発揮して」助け合うことが何より重要です。自分勝手なわが
ままを言ったり、友達が嫌がることをしたりしていては、一人一人が楽しく学校生活を送ることはできません。
一人の友達のことをみんなが大切に思い、相手の気持ちになって優しさを発揮することが、居心地のよいクラ
スを作ります。さらには、優しさを発揮し、お互いを認め合い、高めあうことで、自分自身もクラスも豊かに
成長していけるのです。さあこれから１年間、新しいクラスで、新しいクラスメイトと支え合って、一人一人
にとって楽しいクラスにしていくため、心歩「思いやり」で、お互いに「優しさを発揮」していきましょう。

１９８名の新入生歓迎と各学級の団結を
５月２日 １９８名の新入生を迎えての入学式から約１
ヶ月が経ち、毎年恒例の「新入生歓迎球技大会」が生徒
会執行部と体育専門員会の企画・運営の下、行われまし
た。１年生を歓迎し全生徒が交流を深めることはもちろ
んですが、今年度最初の行事でもあり、各学年・学級、
優勝を目指して大いに盛り上がりました。今年度も今回
の球技大会をはじめ、いくつかの行事を予定しています
が、その効果性として、１．人間関係の形成の仕方を学
べる ２．集団や社会への参画に繋がる ３．自己肯定
感を高めることが期待されます。何より行事を通して、
学校生活をより楽しいものにしていきましょう。

部活動チーム V.S 先生チーム
平良中学校では「魅力ある学校づくり」を目指し

て、すべての生徒が楽しく希望をもって積極的に登
校したいと思えるような学校生活を保障していくこ
とを目指しています。そのためには、私たち教職員
が、生徒と共に学んだり活動する具体的な取組を実践し生徒達を激励し
ていくことも重要です。その一環として体育科の計画で部活動巡りが今
年も行われています。夏季総体に向け楽しみながら弾みをつけましょう。

部活動巡り（先生チームの挑戦）

「部活動結成集会」＆「ＰＴＡ総会」
ＰＴＡ総会部活動結成集会「全体会」

部活動結成集会「各部会」

新入生歓迎球技大会のようす


